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平
成
26
年
度
ま
で
は
、
各
課
の
行
政
改
革
の

推
進
状
況
に
つ
い
て
年
度
末
に
検
証
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
度
よ
り
３
か
月
ご
と
に
検

証
を
行
い
、
無
理
・
無
駄
を
な
く
す
事
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

月
に
１
回
衛
生
委
員
会
を
開
催
し
、
職
員
の

健
康
づ
く
り
、
健
康
状
態
の
把
握
と
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
、
職
員
の
勤
務
状
況
及
び
時
間
外
勤
務

の
時
間
数
な
ど
を
把
握
、
推
移
の
分
析
を
行
い
、

事
務
量
に
あ
っ
た
適
正
配
置
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
今
後
も
、
把
握
・
分
析
を
継
続
し
、
施
策
を

よ
り
迅
速
に
実
現
で
き
る
組
織
体
制
の
検
証
・

実
行
を
く
り
返
し
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム（
接
遇
、お
も
て
な
し
、地
方
創
生
、ま

ち
づ
く
り
な
ど
）
が
立
ち
上
が
り
、
所
属
を
超

え
た
議
論
を
交
わ
し
、
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
問
題
の
解
決
時
間
の
短
縮
や
職
員

が
積
極
的
に
発
言
・
発
想
で
き
る
機
会
を
増
や

す
た
め
、
所
属
を
超
え
た
職
員
を
選
任
し
た
小

グ
ル
ー
プ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
務
処
理
手
順
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
見
直

し
で
は
、
平
成
27
年
度
の
1
年
間
で
8
係
が
整

備
を
完
了
し
、
9
係
は
70
％
以
上
の
整
備
が
終

了
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
事
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
で
は
、

各
種
事
業
（
計
15
事
業
）
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
方
な
ど
の
意
見
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、事
業
の
見
直
し
、改
善
を
進
め
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
導
入
し
て
い
る
事
業

　

・
各
ま
つ
り
事
業

　

・
健
康
教
育
事
業
、
介
護
予
防
事
業

　

・
子
ど
も
の
館
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど

　
　

町
施
設　

ほ
か

　
﹁
組
織
の
改
革
﹂︵
組
織
づ
く
り
︶

の
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
限
ら
れ
た

人
員
・
財
源
の
中
で
新
た
な
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
事
務
の
効
率
化
や
従
来

の
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
行
政
へ
の
変
革

を
進
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
町
民
が
安
全
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
で
き
る
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、

第
５
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
行
政
改
革
大
綱
で
は
、

　
﹁
仕
事
の
改
革
﹂︵
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
他
︶

　
﹁
職
員
の
改
革
﹂︵
発
想
力
・
実
行
力
︶

　

先
の
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
で
は
、

「
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
」、「
自
立
し
た
行
政
運
営
の
推

進
」、「
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
」
と

３
つ
の
柱
を
掲
げ
、
事
業
経
費
の
削
減
に

加
え
、
町
民
の
要
望
に
よ
り
適
切
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
事
業
展
開
、
ま
た
、
町

民
が
積
極
的
に
参
加
す
る
協
働
の
事
業
を

　

２
０
１
４
年
5
月
、
民
間
研
究
機
関
「
日
本
創
成
会

議
」
が
若
年
女
性
（
20
～
39
歳
）
の
人
口
減
少
な
ど
に

着
目
し
、
２
０
４
０
年
に
は
松
田
町
を
含
む
全
国
市
区

町
村
の
約
半
数
８
９
６
自
治
体
が
消
滅
す
る
可
能
性
を

指
摘
し
た
衝
撃
的
な
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
そ
ん
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
＂
町
民
の
皆
様
が
私

に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
期
待
＂
に
対
す
る
「
使
命
」
と

「
決
意
」
を
新
た
に
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

先
ず
、
若
年
女
性
人
口
を
急
減
さ
せ
ず
「
大
都
市
へ

の
人
口
流
出
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
」
た
め
に
、
地
域
に

雇
用
（
活
躍
）
の
場
を
確
保
し
、
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
（
魅
力
）
を
備
え
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
対
応
策
と
し
て
、昔
か
ら
町
に
在
る
資
源（
個

性
）
を
発
掘
し
、
女
性
が
活
躍
す
る
新
た
な
産
業
の
創

出
な
ど
更
な
る
魅
力
の
向
上
が
、
移
住
・
定
住
促
進
に

効
果
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
環
境
を
整

え
れ
ば
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
が
地
元
で
で
き
ま

す
し
、
同
様
な
人
材
の
移
住
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、「
歩
い
て

楽
し
め
る
市
街
地
」
と
「
持
続
可
能
な
周
辺
地
域
」
の

整
備
（
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
推
進
し
、

＂
不
便
さ
の
解
消
＂と
共
に＂
オ
シ
ャ
レ
な
街
の
形
成（
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
）＂
が
不
可
欠
で
す
。
そ
う
し
て
整

備
さ
れ
た
街
に
、
住
み
替
え
に
よ
る
人
口
流
入
を
促
す

た
め
、
駅
周
辺
整
備
再
編
事
業
や
空
き
家
・
中
古
住
宅

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
、
人

口
減
少
を
抑
制
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
、
我
々
が
「
消
滅
」
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
少
子

化（
結
婚
行
動
・
出
産
力
の
低
下
）の
反
転
や
、移
住（
住

民
誘
致
・
定
住
促
進
）
に
向
け
た
政
策
を
総
動
員
し
て

効
果
的
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
松
田
町
は
、
若
者
、
子
育
て
・
介
護
世
代
に

魅
力
的
な
「
足
柄
拠
点
都
市
（
24
時
間
型
医
療
・
介

護
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
、
多
様
な
働
き
方
が
可

能
な
雇
用
環
境
、
優
良
な
教
育
環
境
が
整
っ
た
都
市
）」

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
女
性
が
輝
き
、
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
夢
を
持
た
せ
る
よ
う
、
町
政
経
営
の
舵
取

り
を
担
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
・
御
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

女
性
が
輝
く
松
田
町
！
未
来
へ
の
挑
戦
！

松
田
町
長　

本
山�

博
幸

平
成
27
年
度
の
主
な
取
り
組
み
結
果

町
で
は
、
行
政
改
革
を
最
重
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
昭
和
62
年
の
行
政
改
革
大
綱
策
定
以
降
、
行
政
改
革
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
実
績
と
進
捗
を
報
告
し
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼
総
務
課　

庶
務
係　
　

☎（
83
）１
２
２
１

　平成27年度から平成30年度までの４年間を推進期間とする実施計画を定め、下記
の体系表のとおり３つの基本方針を柱とし、４種類の改革体系と９つの推進項目、
さらにこれを具体化するための22の改革内容の項目を設けました。

９つの推進項目に22の改革内容項目

◆第５次行政改革大綱実施計画の体系表
基本方針 体系 推進項目 No. 改革内容

Ⅰ　

仕
事
の
改
革

　
　
︵
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、
ス
ピ
ー
ド
化
︶

⑴行政体制
の整備

ア事務・事業の迅速化

1 事務処理手順マニュアルの作成と見直し

2 事務決裁の見直し

3 ペーパーレス化の推進

4 プロジェクトチーム等の設置

5 職員提案制度の充実

6 効率的な照会及び報告の実施

7 時間外勤務の適正化

イＰＤＣＡサイクルの
定着

8 期間事務計画表作成及び進行管理

9 来庁者アンケートの実施

10 各種事業アンケートの実施

Ⅱ　

職
員
の
改
革

　
　
︵
発
想
力
、
実
行
力
︶

⑴人材育成
の推進

ア基礎力の向上
11 職員研修の充実化

12 情報セキュリティ意識の向上

イ発想力の向上
1₃ 役職別・年代別による職員会議の実施

1₄ 職員提案制度の充実（再掲）

ウ実行力の向上
1₅ プロジェクトチーム等の設置（再掲）

1₆ 自己研鑚する機会の確保・定着

エ職員人事交流の活性化 17 交流職員の派遣

Ⅲ　

組
織
の
改
革

　
　
︵
組
織
づ
く
り
︶

⑴勤務体制
づくり ア人財の管理

1₈ 職員の健康づくり

1₉ 余暇の積極的な利用

⑵組織の
活性化

ア組織体制の検証
20 組織体制の検証

21 全所属体制での事業の推進

イ男女共同参画の推進 22 男女共同参画の推進

第
５
次　

行
政
改
革

◎
仕
事
の
改
革
︵
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、

ス
ピ
ー
ド
化
︶

◎
職
員
の
改
革
︵
発
想
力
、
実
行
力
︶

◎
組
織
の
改
革
︵
組
織
づ
く
り
︶


